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高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
三
百
八
十
五
号

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る

政
令

内
閣
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律

第
七
十
九
号
）
第
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第

二
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
四
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
法
第
五
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
整
備
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。

一

第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
全
国
的

な
高
速
自
動
車
交
通
網
の
形
成
に
及
ぼ
す
影
響
が
軽

微
な
も
の
と
し
て
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
も
の

二

第
一
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
、
減
額
に

係
る
も
の
及
び
天
災
に
よ
る
工
期
の
延
長
そ
の
他
の

国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ

る
増
額
（
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
範
囲
内
の
も
の

に
限
る
。）に
係
る
も
の

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

森
山

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行

令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

政
令
第
三
百
八
十
六
号

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

内
閣
は
、
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

四
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
精
神
保
健
及

び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法

律
第
百
二
十
三
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の

政
令
を
制
定
す
る
。

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行

令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
百
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
八
項
中
「
法
律
」
を
「
精
神
障
害
者
の
保
健

又
は
福
祉
に
関
し
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
任

命
さ
れ
た
委
員
及
び
法
律
」
に
改
め
、「
及
び
そ
の
他
の
学

識
経
験
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
任
命
さ
れ
た
委
員
」
を

削
る
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

内
閣
総
理
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

麻
生

太
郎

〇
国
土
交
通
省
令
第
八
十
号

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）
の
施
行
に
伴

い
、
並
び
に
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二

年
政
令
第
二
百
五
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第
二

号
の
規
定
に
基
づ
き
、
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日

国
土
交
通
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

森
山

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
建
設

省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で

を
三
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
三
条
中
「
高
速
自
動
車
国
道

法
施
行
令（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第
二
百
五
号
。以
下「
令
」

と
い
う
。）」
を
「
令
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
し
、

第
二
条
を
第
五
条
と
し
、
第
一
条
を
第
四
条
と
し
、
同
条

の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
の
議
を
経
る
必

要
が
な
い
事
項
）

第
一
条

高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年

政
令
第
二
百
五
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
条
第

四
項
第
一
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
整

備
計
画
に
車
線
の
暫
定
的
な
整
備
に
係
る
記
載
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
当
該
記
載
の
変
更
又
は
削
除
に
係
る
事

項
と
す
る
。

第
二
条

令
第
二
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
や
む
を
得
な
い
事
由
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

天
災
そ
の
他
不
可
抗
力
に
よ
る
工
期
の
延
長

二

物
価
そ
の
他
の
経
済
事
情
の
変
動

三

新
設
又
は
改
築
す
る
高
速
自
動
車
国
道
の
存
す
る

地
域
の
地
形
又
は
地
質
の
状
況
を
踏
ま
え
た
工
法
の

変
更

四

前
条
の
変
更
又
は
削
除

第
三
条

令
第
二
条
第
四
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で

定
め
る
範
囲
内
の
増
額
は
、
国
土
交
通
大
臣
が
、
二
人

以
上
の
学
識
経
験
を
有
す
る
者
の
意
見
を
聴
い
て
、
増

額
の
事
由
に
応
じ
て
必
要
と
認
め
る
範
囲
内
の
増
額
と

す
る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
高
速
自
動
車
国
道
法
施
行
令
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令（
平
成
二
十
七
年
政
令
第
三
百
八
十
五
号
）

の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
八
日
）
か
ら
施

行
す
る
。
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